
74　食　物

A －146
^ りシい!良 剤･以回i  鮮鬼
―^13 争 心 考の禾 向励i; ・ 比妓利鬼いいCi としt 一

名f  久飯^　　?|  寺7   >レ% 叫1  j- ■ 収 尺煮夕

〔日本 家政 学 会

a 的　 琴海 らit岳,i 絹^  焉秀 ’釘な 豺 ＆行い に ，るが1．麦 鉛の妥･【Slii して£i^t-･T

遼 奄々労働， ス,レレス・ト肩無 恥 多<  ●よ 旧 が講 がられi  i≒'i   り い でi  康t  冰りなり

5 刻／四 良い･ 。一応食 眼池は珊々欧 吼化ト 今やを 冴各 屈力卜 食践丿絢入i  （ 食t 比

も画づ い 眼£ﾐうt しし に 。こうし友うか 仁丿 ）つt .   い しt  もそ そ的視舒にたフて
働 外哨い 打に なヵ卜fs  II  "煮參が渚S  £ 思ヽつΛ 。芝しr やr  tくレ九今化紅加 代ﾉif

3  ためr-も.    ヤ カヽに奮ﾚり 心i 11､^ あ･; ぶを冽ti i  ･戸妥がゐi   い 咎フ/--，

-io 茲　 賢i 池つ礼^ 妁調竟にっいいまい 初内ほ咀兌t'熱取個々 を行なっに 。凄 男の覆力
力n  岑ぐ

しr-- ↓ そして心拘拉収り 咄降比稜･四 って,   長町 だ・）方句穏 ふ兎ゑ（ た。そ･）う ちから香

凶のふ万食・ 咸血 矢ぴみi ,  ^ 食の勅几　ヒソ ミンふ・ｱ鯉屑，スI- レス1: 粍ぐ･ft  -i y? i

象ルiう ぃt,  矢啼動ゆi  I引 ぺ 尿,辰凛心力毎 釘t なぺ 覆すら餉廬 と1 款/I   葡萄ヵう 長

力食のぢ昨晩を験 対し/--。

他 呆　疫I  的調奇りit % 町　0  歩狽をf 心^ し 八雛こヘ レヽも頬っ卜1  接取　^パリ 食

＆の高度利 用,    3）つレ八乙々 一･レt ル ダだ廓物我心 乙の藤係　 幻耽磁食島回り池if)　幻金可

建-e. づ の多｛ 尨弧　 心砂弑や奪改り軽収　 り一吻全仙参り 初唄　り象秀利 又｛ 。両て･･４

・ぐづ コアタ つレの狐叫t:ヵ`汐< 不鹿和尚 吻欣/リHi   ̂μ も工 影 ね 乳i  り リ≒ 動地戈

験鉉晨・ うち. ビ■/ ミ ン£ I'-っいz  li，宣棒 内過破化肩 彫r^Åぼi  ピソI  ムβかi  ゙ ’不祐
和脂肪破の影 愕 をみたところ。乖化・矛訪に壇香今夜f ＼i 果してﾚ･i  ことが渕 明した。

A －147  食ea 季 加 物 り 生 化 学 的 研 究　( 第 お 報)

一一 甘 味 料 サ ヴ カ') ン ナI-  ') ウA  <n影 響i-. つ い て 一 一

新 潟 入 れ 育　　 谷 対 佑 竹　o 長 尾 と し チ

目 的　 私 共 鳶 笑 室 で は　 数 年 間 食 品 番 加 物 の 組 素 殆 橿 は 艮 ぼ す影 響 鬼　 俵 存 料　 麟ノ巳防

止 剤 几 乙 乞 転 ＼:ヽと し 乙 検 討 し て き ま し た0 ＼'.今 回 甘 味 料 の サ､。;'lソ ン ナ ト ソ ウ ム 慨 、 瓢 稜

の 生 体 酵 素 活 性 に 化 蚊 的 強 い 影 響 鬼 瓦 ぼて ｌ い る結 果 剽桶 ら れ ま し た(r)で　 他C-l 甘 味 料 ヤ

齢 素 。 阻 善 剤 ね じ ぱ つ い １ も 併 七 検 討 し、 ろ れ ら(0  結 果 か う ぐ-I カ ソ ン プ/ヽ ソ ウ ムり 影 響

は っ い ご 検 討ｾ: ん ヒ す る も の で あ る 。

方 法　 組 素 は 。 丁皿ns いi ゛se(r)Piienylo-lfl.nine    tl'ひ.nso.tnina.se,　Tリ け 叩li (Xfi   い いs  i*W個妬§

G 旨 も徊 紅 巳p 〉/りYIKit 七1-0､nsixm i n ひS巳　G  IM.汲tn峠 巳o χむo にe もixie  もto.nso,n＼]r＼(K$tり な っ 左耳又ク

上 げ た 。 前 淆2 鉢 肴 は
■    

反 応 に よ') 生 成 す る 象 各 族 ヶ ド 酸 乞 エ ノ-   IL ・ ホ ウ 酸 錯 化 合 物 と

し て そ り 吸 収 乞 剥 足 し 後 老1  鯖 素 は　 聡 にftio､n-Ff-^nke I   法 比 基 づ ｔ 反 応 に よ ク 生 貳 す

ろ ど ＼しじ ン 烏しに、 ジ-  い コ フX.     エ ル 已 に` ラ ジ ン £ 作 用 乞 せ 已 に` ラ ソ ン 包 作 り。 べ(り 吸 吠 左

測 定 し た 。 ＼ I  丁　 ぺ 札 ぞ れ は 対 す ゐ サ ッ カ リ ン ナ ト ソ ウ 八寄 加r,  吸 江 乞 比 敗 滅 討 し　 酵

太 冶 性 にﾉI.ぼ‘ す影 響 £ お た 。

紀 更　 添 加 物 添 加 濃 度 は　 糾づ軋度 で ０ ～ μ"A ま で ヒ し た. 甘 味､料 ソ/し ど卜 一/I, (n)添 加 で

尚　[I と ん じ 影 響 が み ら れ た か 。 九 び 。 サ ッ カ ソ ン-t  I、ソ ウA(i. か な ソ０ 阻 害 慨 み ら れ

た 。




